
八、 過渡期內資本適足率應依以下方式計算： 

（一） 計算時點以符 t表示，代表過渡期間之年度末。t為

零時，係指一百十五年一月一日之基準日。 

（二） 資本適足率 

1. 「過渡前資本適足率」： 

「過渡前資本適足率」
t

=
「過渡前自有資本」

t

「過渡前風險資本」
t

 ,0 ≤ t ≤ 15 

2. 「過渡後資本適足率」： 

「過渡後資本適足率」
t

=
「過渡後自有資本」

t

「過渡後風險資本」
t

 ,0 ≤ 𝑡 ≤ 15 

（三） 過渡後風險資本 

「過渡後風險資本」
t
 

= 「過渡前風險資本」
t

− 「風險資本調整數」
t
 , 0 ≤ t ≤ 15 

（四） 過渡後自有資本 

1. 「過渡後自有資本」： 

「過渡後自有資本」
t

= 

「過渡前自有資本」
t

+ 「自有資本調整總數」
t
 , 0 ≤ t ≤ 15  



2. 「自有資本調整總數」： 

「自有資本調整總數」
t
 

= 「自有資本適足調整數」
t

+ 「自有資本超額調整數」
t
 ,0 ≤ t ≤ 15 

3. 「自有資本適足調整數」： 

「自有資本適足調整數」
t
 

= 「過渡後風險資本」
t

× 「資本適足率基準」

− 「過渡前自有資本」
t
 , t = 0 

「自有資本適足調整數」
t
 

= (「過渡後風險資本」
t

× 「資本適足率基準」

− 「過渡前自有資本」
t
) × 「自有資本適足達成比例」

t
 ,1 ≤ t ≤ 15 

4. 「自有資本適足達成比例」： 

「自有資本適足達成比例」
t
 

= min (
100%  ,

max (「自有資本適足調整比例下限」
t
, 𝐴)

) 

𝐴 =
「過渡前自有資本」

t
− 「過渡前自有資本」

t−1

「自有資本適足調整平均數」
t−1

 

, 1 ≤ t ≤ 15 

 



5. 「自有資本適足調整平均數」： 

「自有資本適足調整平均數」
t

=
「自有資本適足調整數」

t

15 − t
 , 

0 ≤ t ≤ 14 

6. 「自有資本超額調整數」：  

「自有資本超額調整數」
t=首次申請年

= 「過渡後風險資本」
t=首次申請年

× 「首次申請過渡之目標資本適足率」

− 「過渡前自有資本」
t=首次申請年

− 「自有資本適足調整數」
t=首次申請年

 ,0 ≤ t ≤ 4 

（1） 若各公司於過渡期內之年度末之 

「過渡前自有資本」
t

− 「過渡前自有資本」
t−1

− 「自有資本適足調整平均數」
t−1

≥ 「自有資本超額調整平均數」
t−1

   ,首次申請年 < t ≤ 4 

則年度末之 

「自有資本超額調整數」
t

= 

「自有資本超額調整數」
t=首次申請年

× (
5 − 首次申請年 − t

5 − 首次申請年
) 

,首次申請年 < t ≤ 4 



（2） 若各公司於過渡期內之年度末之 

「過渡前自有資本」
t

− 「過渡前自有資本」
t−1

− 「自有資本適足調整平均數」
t−1

< 「自有資本超額調整平均數」
t−1

   ,首次申請年 < t ≤ 4 

則年度末之 

「自有資本超額調整數」
t
＝0,首次申請年 < t ≤ 4 

7. 「自有資本超額調整平均數」： 

「自有資本超額調整平均數」 

=
「自有資本超額調整數」

t=首次申請年

5 − 首次申請年
 


